
一般社団法人 日本機械学会 

2011/1/12 

(2012/7/30 修正) 

(2012/11/6 修正) 

 1

計算力学技術者 1級問題集（固体力学分野） 2008年度版（第 5版） 正誤表 

 

P． 項目 誤 正 

29 
問 4-4／ 
上 2 行 

手法について述べよ．（50－100文字
を目安とする） 

手法について 50－100 文字で述べよ． 

29 
問 4-5／ 
上 2 行 

関係について述べよ．（50－100文字
を目安とする） 

関係について 80－120 文字で述べよ． 

29 
問 4-6／ 
上 2 行 

テクニックについて述べよ．（50－
100 文字を目安とする） 

テクニックについて 50－100 文字で述
べよ． 

29 
問 4-7／ 
上 1 行 

解析について述べよ．（50－100文字
を目安とする） 

解析について 80－120 文字で述べよ． 

29 
問 4-8／ 
上 3 行 

それぞれの特徴を述べよ．（150－
200 文字を目安とする） 

それぞれの特徴を 150－200 文字で述
べよ． 

30 問 4-9 全文 削除 

65 
問 9-13 
7 行 

A を nｘn の K を nｘn の 

86 
問2-4  ／
7 行 

８面体 八面体 

89 
問 2-8／ 
右 10 行 

比率 3:1:  を保つので，相当

応力  2 ，相当応力の速度

  2 となる． 

比率
3
1:1:  を保つので，相当応

力  2 ， 相 当 応 力 の 速 度

  2 となる． 

105 
問 4-6／ 
左上 18 行 

解答例： 

解析の本質でないところで発生し

ているチャタリング現象を防ぐため

には動的解析であれば適切な構造減

衰を設定し，高周波成分を過減衰状

態にする．また，簡易的な方法とし

て，接触・解離の判定条件を甘くし，

解離を起きにくくする方法も用いら

れる． しかしながらこの方法は，チ

ャタリング現象が解析の本質に影響

を及ぼす恐れがある場合推奨されな

い． 

解答例： 

適切な構造減衰を設定し，高周波成

分を過減衰状態にする．あるいは，接

触・解離の判定条件を緩和し，解離を

起きにくくする．(58 文字) 
 

105 問 4-9 全文 削除 

 


